
■東京パワーテクノロジー(株)行動計画■

Ⅰ．計画期間
２０２２年４月１日～２０２６年３月３１日（４年間）

Ⅱ．自社の課題
①全従業員に占める女性比率が低い
②管理職に占める女性比率が低い
③仕事と家庭を両立できるような制度はあるものの、利用率が低い

Ⅲ．行動計画と２０２２年４月からの取り組み内容
１．定期採用者に占める女性比率を２０％以上確保する

➣D＆I推進への広報活動強化（採用ホームページ刷新により企業イメージアップを図り求職者への
訴求に繋げる

➢えるぼし認定・維持を目指し、社内の意識醸成を図る理解活動を推進する
➢隔年で社員全員に女性活躍に関するアンケートを実施し社内の意識変容の確認、分析を実施し
施策に反映

２．２０２５年度末までに管理職の女性比率を３％以上とする
➣部門と一体となり女性管理職の任用に向けた個別キャリアプランを構築する
➢女性がイキイキと活躍し続けることのできる取り組みを実施する（Ｄ＆Ｉ月間）

３．フレックス制度を新たに導入し、２０２５年度末までに利用可能な者のうち５０％の
利用を目指す
➣フレックスタイムの導入を目指し環境整備をする
➢ワークライフバランスに繋がる制度の利用実績向上に向けての説明会や社内周知を開催、定期的
に取得状況を調査し、職場の意識醸成、理解浸透を図る
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